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2025年度事業運営計画に対する経営諮問・評価委員会としての総評

◼ 国際協力銀行（JBIC）は、第5期中期経営計画において、4つの重点取組課題の下に1１の取組目標を置き、目標達成に取り組んでい

る。2年目となる2025年度は、日米戦略投融資に関し、前例のない経緯やスキームを伴う取組に多大なリソースを割きながら、日本

の国益に資するよう対応の最適化を図った。これと共に、グローバルにその他の案件をコミット額含め十分に推進した年度として、組

織全体の取組を高く評価。かかる認識の下、重点取組課題毎の評価は以下のとおり。不確実性が一層高まる中、日米対応に加えて、

エネルギー安全保障や経済安全保障の確保等、多岐に亘りJBICへの期待が大きく高まっている。JBICには、予算や人的リソースを

一層充実化させ、役職員のエンゲージメントにも配意して業務に取り組んでいくことを期待する。

▪ 重点取組課題Ⅰ:日米戦略投融資への対応にリソースを割いた影響が大きく生じた中、トルコ向けGREENや米国向け廃棄物発電案

件など次年度に繋がる案件組成を着実に進めながら、米国での低炭素アンモニア製造・販売案件、ウズベキスタンでの太陽光発電及

び蓄電案件、印でのバイオ燃料製造・発電案件といったホスト国のGXや社会課題解決に資する案件に加え、アルゼンチンでの炭酸リ

チウム開発案件に係る特定外国法人向け融資といったJBICならではの案件に取り組んだことを高く評価。

▪ 重点取組課題Ⅱ: 我が国産業の強靱化は、リチウムイオンバッテリー用有機溶媒や送配電網整備に必要な変圧器の製造事業に加え、

中東のLNGプロジェクトや原油輸入案件、米国における鉄鋼会社の買収や天然ガス事業者の買収といった我が国の経済安保・サプラ

イチェーン強靱化に資する案件に取り組む中で承諾件数目標を達成したことを評価。創造的変革の支援は承諾件数目標には届かな

かったが、核融合実証実験案件といった特徴的な案件に加え、日本発のスタートアップ企業4社に投資実行したことを評価。

▪ 重点取組課題Ⅲ: 地政学的情勢や海外投資アンケートに係る発信強化に加え、AZEC推進、TICAD9やＣＯＰ30の機会を捉えたアフ

リカ・ブラジルでの案件組成・連携強化、ウクライナ周辺国支援に資するFSRU案件など、JBICならではの政策的重要性の高い案件

に取り組んだことを評価。

▪ 重点取組課題Ⅳ:日米戦略投融資への機動的な対応に向け、戦略投融資室の立ち上げに合わせ広範囲の分野毎に知見を活かしつつ

対応できる人員を捻出しながら体制を整備するとともに、所要の予算を確保するなど、組織基盤の整備を迅速に進めたことに加え、

中東欧地域での活動強化へ向けたワルシャワ駐在員事務所の開設、強靱なサプライチェーンの構築に資する案件支援を目的とした日

本戦略投資ファシリティの創設といった取組を進めたことを高く評価。

株式会社国際協力銀行 経営諮問・評価委員会

委員長



重点取組課題Ⅰ 持続可能な未来の実現

• 医療環境の整備（病院・医療機器・医療ネットワーク）、レジリエントな基礎インフラの整備（上下水道、交通インフラ、防災、地方電化・分散型

電源、情報通信）、衛生環境の向上（廃棄物処理・再生利用）、自然資本の保全・回復（海洋プラスチック対策等）、食糧安全保障の確保（フー

ドバリューチェーン）など、持続可能な成長に向けたホスト国の社会課題解決に資する事業を支援

• 再生可能エネルギー、省エネルギー、水素・アンモニア、カーボンリサイクル燃料、蓄電池、資源循環（サーキュラーエコノミー）、次世代モビリ

ティ、省エネ建築物、エネルギー転換、CCS/CCUS等に関する事業へのファイナンスを通じ、世界のグリーン・トランスフォーメーション

（GX）に向けた取組や、各国のカーボンニュートラルへの多様な道筋を踏まえたエネルギー・トランジションに向けた取組を支援

３年通期目標 2024年度実績 2025年度目標 2025年度実績

案件の承諾件数 104 29 38 31

取組件数 39 17 19 24

取組目標：① カーボンニュートラルと経済発展の統合的実現への貢献（定量）

取組目標：② ホスト国との協働による社会課題解決への貢献（定量）
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３年通期目標 2024年度実績 2025年度目標 2025年度実績

案件の承諾件数 39 11 21 11

取組件数 16 6 7 12



重点取組課題Ⅰ 持続可能な未来の実現

• 気候変動問題を中心とするサステナビリティに関する先駆的取組の推進

• 広範なサステナビリティ関連事項（例：自然資本・人権・ジェンダーなど）の先端的動向の調査・分析と発信

• 気候変動関連のリスク管理（移行リスク・物理リスク）やサステナビリティ関連情報開示・発信を含む取組の高度化

評価点 ノッチ調整
評価点

（ノッチ調整後）
総合評価

3.50 1.0 4.50 S

本重点取組課題における取組実績

取組目標：③ サステナビリティ経営の責任ある実行（定性）
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取組目標③の2025年度実績

• 投融資ポートフォリオのネットゼロ追求に関し、電力・エネルギーセクターに係るセクター別方針策定に向けた試行的な
運用を開始。また、運輸・鉄鋼セクターについても準備・検討を進めた。削減貢献量の策定方法等に係る検討も進捗。

• 外部会議・フォーラムにてトランジションファイナンスや循環経済等のサステナビリティ関連の対外発信を行うとともに、
統合報告書にて本行初のTNFD開示を行う等、サステナビリティ関連情報の開示・発信を推進。



重点取組課題Ⅱ 我が国産業の強靭化と創造的変革の支援

• 我が国のエネルギー安全保障の確保に資するエネルギー案件、海外向け設備投資・輸出案件を含む我が国企業のグローバルなバリュー

チェーン/サプライチェーンの強靱化に資する案件、ベースメタルやクリティカルミネラルズ等の鉱物資源の権益確保・輸入に係る案件等へ

の支援を通じ、我が国産業の強靱化を支援

取組目標：④ 我が国のエネルギー安全保障の確保、国益に資する

 バリューチェーン/サプライチェーン強靱化及び先端的産業基盤への支援（定量）

• スタートアップ企業へのファイナンスやバリューアップの取組及び商業化・実用化へ向けた我が国企業による投資案件、技術・事業化リスク

等に着目した案件、先端技術・事業の確保を念頭に置いた我が国企業によるM&A案件やJBIC IGが組成するファンドを通じた出資案件

などへのファイナンスを通じ、我が国産業の創造的変革を支援

取組目標：⑤ 革新的技術・事業の展開支援（定量・定性）
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取組目標⑤（定性）の2025年度実績

• 主要VCとのネットワーキング構築や多数のディールソーシングを経て、日本発のスタートアップ企業4社に投資実行。
また、投資先企業の事業価値向上に向けて、事業フェーズに応じた支援を実施。

３年通期目標 2024年度実績 2025年度目標 2025年度実績

案件の承諾件数 79 36 30 34

取組件数 29 6 14 18

３年通期目標 2024年度実績 2025年度目標 2025年度実績

案件の承諾件数 40 11 14 9

取組件数 19 6 9 6



重点取組課題Ⅱ 我が国産業の強靭化と創造的変革の支援

• 地域金融機関等の民間金融機関との連携強化や情報発信を通じ、グローバルに活躍する中堅・中小企業を支援

取組目標：⑥ グローバルに活躍する中堅・中小企業の海外展開支援（定量） 

評価点 ノッチ調整
評価点

（ノッチ調整後）
総合評価

3.70 - 3.70 A

本重点取組課題における取組実績
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３年通期目標 2024年度実績 2025年度目標 2025年度実績

案件の承諾件数 180 59 61 93

取組件数 90 71 20 33



重点取組課題Ⅲ 戦略的な国際金融機能の発揮による独自のソリューション提供

• 日米豪やQUADを含む多国間連携、ウクライナ・周辺国復興支援、グローバルサウスとの連携強化、アジアゼロエミッション共同体（AZEC）

など、時代の趨勢に応じて変化する我が国の対外経済政策の構築・実現に貢献する取組を支援

取組目標：⑦ 我が国の対外経済政策の構築・実現に貢献する案件への支援（定量） 

取組目標：⑧戦略的な情報分析を通じた独自のソリューションの提供 （定性）

• 情報収集・分析機能の発揮を通じた、対外発信の強化や本行業務・戦略の高度化

評価点 ノッチ調整
評価点

（ノッチ調整後）
総合評価

3.60 - 3.60 A

本重点取組課題における取組実績
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３年通期目標 2024年度実績 2025年度目標 2025年度実績

案件の承諾件数 53 17 31 17

取組件数 54 20 21 28

取組目標⑧の2025年度実績

• 米国の政治経済情勢、経済安全保障を取り巻く環境変化等につき調査・分析の上、顧客企業等への情報提供を推進。

また、日本企業の海外投資アンケート（GLOBE）の対外発信を強化するとともに、これを活用することを通じたネット

ワーク拡充も実施。



重点取組課題Ⅳ 価値創造に向けた組織基盤の強化・改革

• 組織課題を見据えた新たな人材戦略の策定・導入

• 役職員の能力が最大限発揮できる組織運営を行う人的資本経営の確立

取組目標：⑨ 人的資本経営の実践 （定性）

• IT基盤の更なる強化や、業務の不断の見直しと先端技術（生成AI等）の活用のベストミックス・アジャイルな推進による業務効率化の実現と

業務推進基盤の整備

取組目標：⑩ DXによる業務効率化・業務推進基盤の整備 （定性）

• 経営主導の具体的な組織変革を通じたエンゲージメントの高い組織づくり

• 価値創造を支える組織の根幹業務の強化と安定的・効率的運営

取組目標：⑪ エンゲージメントの高い組織づくり・組織の基盤強化と安定・効率的運営 （定性）

評価点 ノッチ調整
評価点

（ノッチ調整後）
総合評価

3.70 1.0 4.70 S

本重点取組課題における取組実績
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取組目標⑨・⑩・⑪の2025年度実績

• 職員のエンゲージメントの更なる向上を念頭に、人事制度面の課題抽出のため、職員ヒアリングを実施し施策検討の上、順次実
施。女活法及び次世代法に基づく本行行動計画の一環として、女性活躍の環境整備・勤務体制の柔軟化浸透及び有給休暇の取
得促進・両立支援の充実化等に関する理解醸成に係る職員フォーラムを開催し、課題や施策に係る議論を進め、施策も順次実施。

• 生成AIツール（MS Copilot等）利用に係る体制整備や行内研修を行うとともに、文字起こしツールの全行展開を開始するなど、
業務効率化に係る取組を推進。また、主要な行内システムの更新・改善に向けた取組も継続。

• 我が国が経済・国家安全保障上利益を得られるような、強靱なサプライチェーンの構築等に係る案件を支援することを目的とし
た日本戦略投資ファシリティを創設。また、中東欧地域における活動を強化すべく、ワルシャワ駐在員事務所を新たに開設。加え
て、日米戦略的投資イニシアティブに係る対応に向けた体制整備も推進。
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